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場
の
宇
と
す
と
い
へ
り
。
按
宇
る
に
、
元
総
六
年
の
士
般
に
、
高
健

町
二
隼
悌
近
所
友

E
載
せ
た
り
。

。
善
照
坊
園
乗
侮

三
州
志
鍵
議
徐
考
に
云
ふ
。
天
正
八
年
庚
反
間
三
月
、
柴
田
修
理
勝

家
・
柴
田
三
左
衛
門
勝
政
・
佐
久
間
主
審
盛
政
・
徳
山
五
兵
衛
則
秀
・
奔

郷
五
左
衛
門
家
嘉
等
.
高
五
干
の
銑
甲
を
し
て
加
州
へ
出
勢
、
盛
政

先
鋒
た
り
。
勝
家
は
御
幸
塚
氏
在
陣
し
、
玄
審
・
三
左
衛
門
を
し
て
山

海
の
二
道
よ
り
分
撃
せ
し
む
。
依
り
て
玄
蕃
は
、
吉
野
・
創
・
鞍
獄
・

四
十
寓
・
若
松
よ
り
停
燈
寺
へ
歪
り
、
民
会
・
借
院
に
火
を
縦
つ
。
三

左
衛
門
は
安
宅
よ
り
本
吉
を
経
て
、
宮
腰
に
抵
る
。
玄
馨
ま
た
軍
を

進
め
.
木
越
光
徳
寺
の
要
容
を
攻
め
破
り
‘
御
山
に
赴
か
ん
と
、
柴

岡
三
左
衛
門
と
二
勝
の
利
兵
挟
攻
す
れ
ば
、
光
徳
寺
降
を
乞
う
て
、

能
登
へ
退
去
す
。
然
れ
ど
も
御
山
の
援
あ
ら
ん
事
を
樟
り
、
中
保
・
今

町
に
銃
士
を
留
め
置
き
、
御
山
城
を
攻
め
ん
と
諸
勝
と
膏
議
し
、
三

左
衛
門
は
宮
腰
よ
り
庚
聞
に
至
り
て
陣
し
.
五
兵
衛
・
五
左
衛
門
は

犀
川
を
隔
て
L
陣
し
‘
玄
審
は
甫
良
瀬
の
山
路
よ
り
小
立
野
に
抵
り

て
御
山
城
を
攻
昔
。
守
勝
松
永
丹
波
を
初
め
、
鈴
木
出
羽
・
共
の
子
右

京
・
失
郎
左
衛
門
・
采
女
太
郎
壁
び
黒
潮
左
京
・
平
野
茜
右
衛
門
等
、
防

培
養
し
、
内
臓
に
笠
嘗
を
製
す
。
故
に
童
幼
の
諺
に
も
、
長
の
林
檎

に
村
井
の
柑
子
、
長
の
本
給
に
村
井
の
笠
首
と
、
封
何
に
い
へ
り
。

按
守
る
に
、
柑
子
は
水
鏡
に
、
聖
武
天
皇
紳
飽
二
年
と
申
す
に
、
も
る

と
し
よ
り
柑
子
の
種
を
も
て
来
り
‘
是
よ
り
始
め
て
此
固
に
出
き
そ

め
し
也
。
と
見
b
、
純
日
本
紀
に
、
肺
緬
二
年
十
一
月
。
中
務
少
丞
従

六
位
上
佐
味
朝
臣
虫
庇
・
典
鋳
正
六
位
上
播
磨
直
兄
弟
。
並
授
a
従
五

位
下
吋
兄
弟
初
予
甘
子
-
従
=
唐
園
-
来
。
虫
鹿
先
殖
=
共
種
-
結
v
子
。
故
有
=

此
授
-
鷲
。
と
載
せ
ら
る
。
是
よ
り
さ
き
、
橘
は
あ
り
し
か
ど
‘
柑
子

は
此
の
御
代
よ
り
初
り
し
た
り
。

。

神

谷

町

園
事
昌
披
問
答
に
載
せ
た
る
金
津
市
中
町
名
附
に
、
公
儀
町
の
次
に

泊
車
町
・
紳
谷
町
と
あ
り
。
此
の
町
は
‘
今
公
儀
町
の
裏
町
な
る
谷
町

に
て
、
後
人
紳
谷
町
を
略
踏
倒
し
て
谷
町
と
呼
ぺ
り
と
云
ふ
。
亀
尾
記

に
一
宮
ふ
。
谷
町
は
奮
名
を
紳
谷
町
と
い
へ
り
。
昔
園
老
の
紳
谷
信
浪

守
の
邸
地
た
り
し
故
に
、
紳
谷
町
と
呼
べ
り
と
。
今
按
占
1

る
に
、
元

総
六
年
の
士
授
に
、
本
保
十
郎
兵
衛
の
邸
地
を
信
濃
町
加
藤
玄
益
隣

と
あ
り
。
信
漉
町
と
紳
谷
町
と
若
し
く
は
同
地
左
ら
ん
か
。
紳
谷
信

濃
守
と
い
ひ
し
ゅ
ゑ
に
、
一
脚
谷
町
と
も
信
浪
町
と
も
呼
ぴ
た
る
に

金
滞
古
蹟
志
巻
サ
-

八

撃
奮
闘
す
れ
E
も
守
る
に
堪
へ
歩
、
悉
く
職
死
す
。
依
り
て
.
本
源
寺
・

庚
情
寺
・
恵
林
坊
・
普
照
坊
等
、
披
を
玄
春
陀
興
へ
て
去
る
。
自
註
に

去
ふ
。
普
照
坊
は
今
金
海
公
儀
町
善
照
坊
の
組
友
り
。
と
い
へ
り
。

今
按
や
る
に
、
善
照
坊
囲
乗
は
、
尾
山
本
源
寺
・
武
佐
庚
梼
寺
な
ど
L

共
に
、
そ
の
か
み
金
津
城
内
に
取
飽
り
、
木
越
光
徳
寺
・
鳥
越
弘
願
寺

・など
h
共
に
武
威
を
振
ひ
.
蛍
園
を
ぽ
押
領
し
て
、
本
願
寺
の
指
揮

に
随
ひ
、
賊
魁
の
一
人
た
り
し
か
ど
、
佐
久
間
盛
政
の
武
力
に
依
り
て

城
地
を
引
渡
し
、
石
川
郡
吉
藤
村
へ
退
去
し
、
前
国
家
の
務
政
に
随

従
し
て
.
子
孫
子
v
今
連
綿
せ
し
も
の
也
。

。
村
井
下
家
中
跡

此
の
地
は
.
奮
藩
中
は
執
政
村
井
監
後
守
の
下
邸
の
一
・
ゲ
所
に
て
、

長
町
の
下
屋
敷
を
上
家
中
と
稀
し
、
此
の
地
を
ぽ
下
家
中
と
呼
ぴ
て
、

小
身
の
家
士
此
の
地
に
居
住
せ
り
。
明
治
股
藩
後
下
屋
敷
の
名
稀
を

慶
し
、
下
公
儀
町
と
町
名
を
定
め
た
り
。

O
名
産
柑
子

此
の
下
屋
敷
の
地
は
、
土
地
に
感
じ
け
る
に
や
、
柑
子
を
櫨
う
る
に
他

所
の
産
よ
り
甚
だ
よ
し
と
て
、
今
も
多
く
植
ゑ
て
培
養
せ
り
。
奮
藩

中
は
此
の
地
に
、
村
井
家
士
微
織
の
人
々
の
み
居
住
し
て
‘
柑
子
を

や。
柿
谷
信
濃
守
侮

信
浪
守
守
孝
が
父
紳
谷
太
郎
左
衛
門
は
‘
飽
聞
大
隅
の
男
也
。
守
孝

は
初
め
左
近
と
稀
し
‘
利
家
卿
の
小
姓
立
に
て
、
温
々
に
取
立
て
ら

れ
、
采
地
丸
千
石
賜
は
り
‘
文
総
四
年
三
月
奥
村
助
右
衛
門
家
繭
と

共
に
叙
爵
し
、
従
五
位
下
信
濃
守
に
叙
任
す
。
寛
永
五
年
永
井
信
浪
守

備
政
閥
束
老
中
の
列
に
加
へ
ら
れ
し
に
よ
り
、
守
孝
は
丹
波
守
と
成

り
、
翌
六
年
六
月
三
日
卒
せ
り
。
男
子
た
く
、
被
山
山
城
守
長
知
の
三

男
式
部
長
治
を
ぽ
培
養
子
と
た
し
‘
紳
谷
氏
を
縫
が
し
む
と
い
へ
ど

も
‘
利
常
卿
の
命
に
依
り
て
本
姓
に
復
し
、
此
の
後
家
系
綿
々
し
て

秩
総
減
少
し
‘
血
統
絡
に
絶
え
た
り
け
り
。
錨
尾
記
に
云
ふ
。
野
岡

山
入
口
大
悌
前
の
川
に
添
ひ
一
町
ば
か
り
に
し
て
、
右
へ
b
T
町
ば
か

り
の
所
に
一
堆
の
塚
あ
り
。
碑
面
に
従
五
位
朝
散
大
夫
紳
谷
信
濃
守

と
彫
刻
し
て
‘
国
老
一
柳
谷
氏
の
墳
墓
た
り
し
か
ど
.
他
の
塚
の
震
に

墓
地
を
倒
ら
れ
、
今
は
地
域
も
些
少
に
て
、
墳
墓
ば
か
り
荒
れ
果
て

た
り
。
と
歎
息
せ
し
よ
し
記
載
す
。
按
守
る
に
、
紳
谷
信
濃
守
は
利

家
卿
の
児
小
姓
よ
り
取
立
て
給
ひ
た
り
し
ゅ
ゑ
、
利
家
卿
の
在
世
に

は
殊
に
親
し
く
召
仕
は
れ
け
ん
。
村
井
長
明
の
隙
善
録
に
、
金
津
御

九




